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何かとせわしない師走になりましたが，今年は例年

に比べるとインフルエンザウイルスの流行が1か月近

く早いようです．昨年のタミフルの副作用問題で，ワ

クチンの摂取率の増加が功を奏し，インフルエンザの

大流行が回避されますように‼

今月号の“病気のはなし”は，「膠芽腫―最近の治

療」と「WPW 症候群」です．WPW 症候群は，12

誘導心電図の解析で特徴的なパターンを見逃さない判

断力が求められます．今後もいろいろな“病気のはな

し”が登場しますのでご期待ください．本誌の“技術

講座”は，日常検査を行ううえで疑問に感じたことや

新人教育など実践で役立つ論文が多く，特に「気管支

肺胞洗浄液の一般検査」は，大変理解しやすい構成に

なっていて永久保存論文ファイルに入れておこうと

思っています．認定一般検査士を受験する方はぜひ一

読してください．また，脳梗塞や心筋梗塞の診断と治

療に有効な検査である「フローサイトメトリーによる

活性化血小板の検出」は，今後ますます重要になる検

査です．“疾患と検査値の推移”は「糖尿病ケトアシ

ドーシス」です．毎日みている検査データですが，突

然，尿中のケトン体が陽性に．そのときの血糖値は．

糖尿病性昏睡状態になる前に早期診断と治療を開始し

なければ……．一刻も早く主治医に連絡を……．常日

頃から臨床検査技師といえども疾患の症状と検査値の

関係を念頭に置いて日常検査にあたる必要がありま

す．いざというときのお役立ち情報ですのでご覧くだ

さい．

私も一般検査を担当したてのころ，先輩に聞いても

疑問がどうしても解決しなくて悶々としていました．

研修会でも(当時は気が小さかったので)聞くことがで

きなくて，検査雑誌に質問を送って回答していただき

ました．疑問に思った時点で調べてみて，解決しなけ

れば後回しにせずに“けんさ質問箱Q＆A”をご利用

ください．専門家が的確に説明してくださいます．読

者の声を反映させながら最新情報を発信していきます

のでご一読ください．

申し遅れましたが，本年度から一般検査関係を担当

することになりました．よろしくお願い致します．

(伊瀬恵子)
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